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第 2 章においては，ガス供給圧力が中程度( 1 '" 10 kg/cm2 ) のパイプで用いられている炭素鋼について，実環境か
ら採取した種々の土壌中における水素脆化に対する感受性を溶接部に着目して評価し，さらに実環境で考えられるす
べての土壌で適用できる水素脆化を生じさせない臨界防食電位の推定方法の提言を行っている。防食電位の最卑値と
して，真砂土(含水率14%) で-1. 2 V，海成粘土(同30%) でー1.4 V (CU/CUS04 電極基準)であることを明らかに
している。


























防食電位とする方法を提案している。この方法によって，真砂土(含水率14%) における臨界防食電位は 1.2 
1 海成粘土(同30%) では-1.4 V (CU/CUS04 電極基準)であることを明らかにしている。さらに推定した
臨界防食電位が妥当であることを，実環境を想定した定荷重実験によって確認している。





(3) パイプライン表面の腐食孔等の欠陥からの水素誘起き裂進展について検討し，材料硬度が Hv 300以下では水素
によるき裂進展は認められないことを確認している。また Hv 300以上では，き裂進展の始まるときの応力拡大





(5) 過防食環境下において内圧疲労( 2 回/ 1 日)が加わった場合のき裂進展速度を，繰り返し周波数0.5 Hz を用い
て評価し，き裂進展速度が鋼中水素量の関数として表わされることを明らかにしている。すなわち，き裂伝播
速度は，パリス則に従い， da/dN=C(ムK)m で表されることを明らかにしている。ただし各定数は， C。を材料
中の水素量 (ppm) として， C = 1.72 X 10-10 X (10-5・6CO ) および m=3.05 十 4.74C。で表される。
(6) 過防食環境下における破断寿命に占めるき裂進展寿命とき裂発生寿命を分雛し，内圧疲労による寿命を評価し
た結果，パイプライン表面に傷が存在し内圧疲労を受けても材料の寿命は十分長く，その耐周年数は100年以上
あることを明らかにしている。
以上のように，本論文は都市ガスを供給する地中埋設ノfイプライン材料を対象として，各種土壌環境下においてカ
ソード防食時に過防食による水素脆化を生じさせない臨界防食電位を求める方法を提案するとともに，この方法によ
って求められた臨界防食電位が有効であることを実証している。また過防食下における水素脆化プロセスの解析を行
うとともに，実環境の変動荷重下におけるパイプライン材料の寿命評価を行い，これらの材料寿命が十分長いことを
明らかにし，ガス供給パイプラインの安全性向上の指針を示すことに成功している。その成果は材料工学ならびに環
境材料学の発展に寄与するところが大である。よって，本論文は博士論文として価値あるものと認める。
